
●町議会からの提案に対する対応 

番

号 

会議名 議員名 質問項目 答弁要旨 対応方針・状況 担当課 

1 9 月定例会 池田議員 海士町の取り組みを

勉強しては。 

職員派遣考えたい。 平成 26 年度の実施に向けて検討します。 総務課 

2 9 月定例会 津川議員 町において公契約条

例の制定を提案した

い。 

今後、勉強させていた

だきたい。 

著しく低い労働単価にならないようにすることは必要です。最低賃

金法との整合性の問題や、法律に委ねるべきとの県の見解などを踏

まえて、町としてどのような対応が取れるか今後勉強していきます。 

総務課 

3 9 月定例会 飯田議員、 

津川議員 

タクシー利用料助成

制度についてもっと

周知をすべき。 

今後とも十分な周知

に努めたい。 

平成 25 年度からの本格実施に当たり、年度初めから以下のとおり制

度紹介・周知に努めました。 

・自治会長会  ・地域座談会 

・町報 6月号  ・民生児童委員協議会 

・老人クラブ代表者会 

さらなる周知に向けて、町報 10 月号でも改めて制度の紹介記事を掲

載しました。 

政策企画課 

4 9 月定例会 山下議員 大栄歴史文化学習館

特別会計から一般会

計への繰出金返済状

況等についてわかり

やすく表記すべき。 

「主要事業の成果」の

中に表記します。 

平成 25 年度決算以降、「主要事業の成果」の中に、一般会計への繰

出金返済状況等についてわかりやすく表記します。 

政策企画課 

5 9 月定例会 前田栄治議員 路肩の雑草が繁茂し

通行に支障が起きて

いる。安全確保のた

め除草の実施をされ

たい。 

安全確保のため計画

的に除草を実施しま

す。 

財政的な事情から予算が不足しているので、補正予算を確保した後、

現地を確認の上速やかに除草を実施します。 

地域整備課 



6 9 月定例会 長谷川議員 自治会等で自主的に

除草をしている団体

には、燃料代（ガソ

リン）を支払うべき

でないのか。 

（地方交付税の道路

維持管理分を受け取

っている。） 

自治会等の除草に対

し燃料代を支払うよ

う検討したい。 

土木施設愛護ボランティア制度（仮称）を創設し、町道の除草等に

対し燃料代等を支給できる仕組みを検討します。 

地域整備課 

7 9 月定例会 山下議員 亀谷～西穂波間の町

道は、大雨のたびに

冠水し通行止めにな

っているが嵩上げ等

改修はできないの

か。 

この町道は、圃場整備

事業（大倉土地改良

区）・由良川改修事業

及び亀谷川の維持管

理（県土整備局）・町

道の改修とが関わっ

ており、改善策につい

て関係者で協議しま

す。 

先日、関係者（地元、県、町）と改善策を協議した結果、町道の嵩

上げは周辺の冠水対策にならないことから、当面は県に亀谷川の定

期的な維持管理（除草等）をしていただくと共に、流水障害となっ

ているサイフォンの撤去を大倉土地改良区に要請します。（由良川改

修の効果により冠水時間が年々短くなっています。） 

地域整備課 

8 9 月定例会 飯田議員 いじめアンケート第

2回実施の要望 

・男女の分類が分か

るようにする。 

・集計方法を統一化

して教育委員会でも

把握しやすいように

しては。 

･10 月下旬実施のアン

ケートで対応します。 

・実施時期：内容を整備し教育委員会にかけたため 11 月上旬の実施

となります。 

・実施内容 

議員指摘事項の男女分類で実施することとしました。 

集計は統一した書式を示し、全校状況を把握しやすくすることと

しました。 

教育総務課 



9 9 月定例会 長谷川議員 就学援助の充実と認

定基準の明確化 

・就学援助制度の周

知をＨＰに掲載して

ほしい。 

・制度の内容を分か

りやすく事例等を示

し記載してほしい。 

・就学援助基準を生

活保護基準を基にし

た係数をかけるなど

明確にしては。 

・ＨＰ掲載は対応しま

す。 

・１０月の就学児健診

時に渡すチラシから

工夫します。 

・現在の基準が、生活

実態に沿った運用が

出来るものと考えて

います。 

・制度周知：ＨＰ掲載済み 

・チラシ対応 

就学時健診（10 月 24 日・11 月 18 日）時に分かりやすく記載した

チラシを、説明を加え配布します。 

・就学援助基準は、現行が生活実態に沿ったものと考えており、現

行どおりとしています。 

教育総務課 

 


